
収　　入（万円） 支　　出（万円）
科　　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

国
民
健
康
保
険
鬼
石
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

病院事業収益 11億8,579 11億8,651 病院事業費用 13億4,779 13億0,337
医業収益 9億3,201 9億3,233 医業費用 12億8,247 12億4,391
医業外収益 2億3,120 2億3,177 医業外費用 2,879 2,514
特別利益 0 0 特別損失 50 0

訪 問 看 護
ステーション収益 2,258 2,241

訪 問 看 護
ステーション費用 3,503 3,432
予 備 費 100 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 1億6,162 1億5,552 資本的支出 1億8,118 1億7,387
企 業 債 7,720 7,110 建設改良費 1億3,958 1億3,227
他会計補助金 8,442 8,442

企業債償還金 4,160 4,160固定資産売却代金 0 0

■ 国民健康保険
　 鬼石病院事業会計
　国民健康保険鬼石病院
事業会計も水道事業会計
と同様に独立採算制を基
本にした経理方式です。

■ 水道事業会計
　水道事業会計は独立採
算制を基本にした民間企
業と同じ経理方式をとる
会計です。

会　　計　　名
予　算　額
（万円）

歳　入 歳　出
収入済額
（万円）

収入済率
（％）

支出済額
（万円）

支出済率
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 72億4,907 64億6,201 89.1 63億7,106 87.9
後 期 高 齢 者 医 療 9億3,228 9億2,039 98.7 8億3,784 89.9
介 護 保 険 事 業 勘 定 66億3,644 63億8,563 96.2 57億5,119 86.7
介 護 老 人 保 健 施 設 2億7,297 2億2,697 83.1 2億2,847 83.7
特定地域生活排水処理事業 1,859 1,780 95.8 1,127 60.6
三 波 川 財 産 区 198 196 99.0 165 83.3

■ 特別会計
　特別の事業における収
入と支出を一般会計と区
分して処理するものです。
 本市では、国民健康保
険事業勘定をはじめとし
て６の特別会計がありま
す。

特別会計および企業会計の状況

令和５年度

財政事情財政事情公表

■ 下水道事業会計
　下水道事業会計も水道
事業会計と同様に独立採
算制を基本にした経理方
式です。

収　　入（万円） 支　　出（万円）
科　　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

水道事業収益 14億2,104 15億1,738 水道事業費用 13億6,666 12億7,198
営業収益 12億1,072 13億0,367 営業費用 12億4,613 11億6,900
営業外収益 2億1,032 2億0,688 営業外費用 1億0,170 1億0,073

特別利益 0 683
特 別 損 失 692 225
予 備 費 1,191 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 1億0,259 9,524 資本的支出 10億7,142 10億3,012
企 業 債 9,260 9,260 建設改良費 6億1,156 6億0,026
出 資 金 0 0 企業債償還金 4億2,986 4億2,986
負 担 金 999 264

予 備 費 3,000 0補 助 金 0 0
固定資産売却代金 0 0

収　　入（万円） 支　　出（万円）
科　　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

下水道事業収益 6億3,618 6億6,929 下水道事業費用 6億2,053 6億0,781
営業収益 2億7,255 2億7,492 営業費用 5億4,939 5億3,682
営業外収益 3億6,363 3億9,431 営業外費用 7,109 7,098

特別利益 0 6
特 別 損 失 5 1
予 備 費 0 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 4億6,896 4億6,435 資本的支出 5億8,123 5億6,920
企 業 債 1億5,750 1億5,090 建設改良費 2億3,914 2億2,783
負 担 金 699 938 企業債償還金 3億4,137 3億4,137
補 助 金 3億0,427 3億0,407 水洗化改造

貸 付 金 72 0水洗化改造
貸付金償還金 20 0

　

対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
・
支
給
額　

下
記
の
表
に
該

当
す
る
令
和
６
年
３
月
１
日
〜
９

月
１
日
ま
で
引
き
続
き
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
た
人

申
請
方
法　

申
請
書
に
振
込
口
座

な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い

支
給
時
期　

９
月
中
旬
以
降

支
給
方
法　

口
座
振
込

問
い
合
わ
せ　

元
気
長
寿
課（
☎

40
２
８
０
９
）

　

議
長
に　
　

野
口　

靖
氏

　

副
議
長
に　

大
久
保　

協
城
氏

　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和

６
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
野
口
靖

氏
、
副
議
長
に
大
久
保
協
城
氏
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局（
☎

40
２
３
７
７
）

野口議長野口議長大久保副議長大久保副議長

情
報
公
開
制
度

　

市
が
持
っ
て
い
る
行
政
情
報
の

公
開
を
求
め
る
市
民
の
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
市

政
参
加
を
促
進
し
、
市
政
運
営
の

透
明
化
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

公
開
請
求
で
き
る
人　

市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人
、

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

る
個
人
ま
た
は
法
人
や
そ
の
他
の

団
体
、
公
開
を
求
め
る
内
容
に
利

害
関
係
を
有
す
る
も
の
。
市
内
に

住
所
を
有
し
な
い
個
人
ま
た
は
法

人
で
あ
る
場
合
は
、
任
意
的
公
開

と
し
て
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す個人

情
報
保
護
制
度

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

た
め
、
市
の
実
施
機
関
が
持
っ
て

い
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
を
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
自
己
の
情
報
の
開
示
や
訂

正
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
し
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
に

役
立
て
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課（
☎
40
２

２
２
７
）

公
開
請
求
件
数
32
件

決定内容 件数 公開方法 件数

公開 ４件 閲覧のみ ０件

写しの交付のみ 29件
部分公開 25件 閲覧と写しの交付 ０件

非公開   ３件

情報公開請求件数（令和５年度）

開
示
請
求
件
数
２
件

決定内容 件数 開示方法 件数

開示 ０件 閲覧のみ ０件

写しの交付のみ ２件
部分開示 ２件 閲覧と写しの交付 ０件

非開示   ０件

個人情報開示請求件数（令和５年度）

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

　

敬
老
祝
金
を
口
座
振
込
に
変
更
し
ま
す

年齢 該当生年月日 金額
80歳 昭和19年４月１日～20年３月31日

１万円
85歳 14年４月１日～15年３月31日

90歳 ９年４月１日～10年３月31日
２万円

95歳 ４年４月１日～５年３月31日
101歳
以上 大正13年３月31日以前の生まれ ３万円

令和 6年度敬老祝金支給額および対象者

広報ふじおか　令和６年６月１日号広報ふじおか　令和６年６月１日号7 6

市長
コラム

広報 令和

コラム 　高山社跡が世界遺産登録から10周年を迎えます。高山社の価値は史跡はもちろんのこと、
養蚕技術を分け隔てなく普及することで多くの農民を豊かにしたこと、高山社で技術を学ん
だ人々が、日本中、世界中で養蚕技術を広め、養蚕業の近代化の礎を築いたことにあります。
そして、その価値を市内全ての小中学生が高山社学として学び、先人達の思いに触れ、藤岡
市を誇りに思う気持ちを育んでいることが何より素晴らしいと感じています。
　地域の貴重な歴史や文化に市民の皆さんが積極的に関わっていただいてこそ、その価値は
より輝きを増すと思います。これを機に、改めて高山社の価値や魅力を幅広く発信することで、
皆さんの関心を深め、ともに未来へ守り伝えていきます。

世界遺産登録から10周年　その価値を未来へ守り伝える


